





ども、色物担当の森山です。私、小生意気にも 96年 3月から 9月まで、アメリカのカリ







































まずはホストマシンとして、 SunSparcstation 10/40 (96Mbyte主記憶)というちょっと
昔のを使わせてもらいました。これは一部の研究者の開発機hで、私専用のディスク領域

















t4 DOS， Mac， Windowsのことです。















(b) Terminal OS 
図 1 What a clear discrimination! 









ホスト Sun Sparcstation 10/40 with Solaris 2.4 (XllR5準拠の Openwindow)
端末 Apple Macintosh IIx with System 7.5 + MacX (X-windowサーバ)， HDD 80Mbyte 
実は Mac以外にも 386のPCが余ってまして、サイトライセンスで DOS(Windowsではな
い)上の X-windowサーバが入手できたのですが、このサーバがマルチバイトフォントに対












• mule +仮名漢字変換ソフトウ手ア→ 1，2， 4(一部)
9 -
• kterm +日本語les→ 3 
















(setq kanji-fileio-code 2) for Nemacs 





























































↑10 ftp:j jftp.cc.saga-u.ac.jpjpubjTeXjFontsjwatanabe-dnpj400dpi.48dot.tar.gz 
可
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にある fonts.aliasというファイルに対象となるフォントの別名を定義してやればそのフォ
ントが使えるようになります。下は要町フォントの fonts.dirです。
2 
knmhn12x.pcf -mnk臼 ame-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-60-jisx0201.1976-0
knmzn12x.pcf -mnk組担e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-120-jisx0208.1983-
これは要町フォントの全角を k12、半角をr12という別名に定義するための fonts.alias
です。
r12 "-mnkan姐 e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-60-jisx0201.1976-0"
k12 "-mnkan祖 e-fixed-medium-r-normal--12-110-75-75-c-120-jisx0208.1983-0"
大体のアプリケーションは ktermと同じように起動時にフォントを指定すればいいので
すが、 muleはそうはいかなくて、ホームディレクトリの.Xdefaultsというファイルにいろ
いろと書いてやらないといけません。これは要町フォントを使うための.xdefaultsです。
mule*FontSize: 12 
mule*FontSet-12:¥ 
ートcleむl-medium-rートー12ートiso8859-1，¥ 
ー*-fixed-medium-r-*ー12ートjisx0208.1983-*，¥ 
ートfixed-medium-r-*--12-*-jisx0291.1976-*，¥ 
ートmincho-medium-r-*--12ートksc5601.1987ー *
要町フォント以外のも書いてありますが、これは思考錯誤して、たまたまうまくいった
ものです。多分、おもいっきり間違ってるような気がするんですが取り敢えずこれでも動
きました。また、 ktermはマトモにインストールするとこれが使えません、 ktermの基本
的な動作環境を記述している app-defaultsファイルに 12ドットのフォントの利用を妨げる
記述があるみたいです。というわけで、そのファイルを消したところばっちり動きました。
但し、端末属性が日本語が利用できない xtermになりましたけども、ちゃんと日本語も表
示できました。これもいきあたりぼったりのわるあがきの結果ですんで、そのあたりヨロ
シクです。
5 rootになれない人でもフリーソフトがインストールできる o
ちょっと待てよ、フリーソフトのインストールって、 rootじゃないとできないんじゃない
か?って思うかもしれませんが、そうじゃないです。私は JPLでは短期滞在者という扱い
でしたのでもちろん rootの権限はもらえませんでした。 rootになれなくてもフリーソフト
のインストールは可能です!じゃあ、なんで rootじゃないと駄目なんていう話になってん
でしょ?それはフリーソフト本体や設定ファイルをインストールする場所が rootでないと
書き込めないような設定になっているからです。そしたら問題はズパット解決ですね。自
分が書き込めるところにそ一ゆーファイルを書き込んでしまえば‘いいんです。では、どー
ゆーファイルをインストールするのかを下にまとめておきます。
一12一
-実行ファイル
・dvi2psのfontconfのように、そのプログラムが利用するファイルの場所を記述した設
定ファイル
• termcap、app-defaultsファイルのように、そのプログラムの実行を制御するための設
定ファイル
・オンラインマニュアル、ヘルプなどの文書ファイル
・インクルードファイル、ライブラリ
これらをそれなりのディレクトリに配置する必要があります。私の場合は、自分のホーム
ディレクトリの下に localというディレクトリを作成し、そのなかにいくつかのサプディレ
クトリをつくり、下の図のように構成しました。
local-----←一一bin実行ファイル
+ーーーー-libライフ守ラリ
←--dvi2ps dvi2ps用設定ファイル
+ーー-tex texの:マクロ、フォントなど
+---mule muleの elispファイルなど
+ーーーー-includeインクルードフヲイル
←一一etctermcap， terminfoなどの端末属性ファイル
+ー-ーー-Xl1
+ー--font Xl1用のフォント
+ーー-app-defaults app-defaultsファイJレ
+ーーーー-manオンラインマニュアル
ここで気をつけるのが実行パスの設定と、各種環境変数の設定です。実行パスの設定は
.cshrcあたりで気をつけると思いますが、以外と忘れがちなのが環境変数の設定です。フ
リーソフトによっては参照する外部ファイルを環境変数で指定するものがあります。代表
的なものをあげておきます。
l.Xのapp-defaultsXAPPLERESDIRでディレクトリ名を指定
2.端末属性 TERMCAPでtermcapファイルを指定し、 TERMで端末種類を指定
3.Xのフォントパス xsetfp+フォントパスと指定
4.マニュアル MANDIRにパスを追加
内
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ここで、ちょっと注意です。すべてのフリーソフトがrootにならずにインストールできる
というわけではありません。できない代表的なのがWnn，canna， popなどの通信を伴うフ
リーソフトです。これらは/etcの下にある servicesなどの通信設定ファイルを書き直さ
ないといけないので rootじゃないとインストールできません。
6 おわりに
またまた、脈絡がない文書でした、まあこれが私の芸風ですんでよろしくです。私の留
学した組織をちょっとショボく書き過ぎたかもしれませんけども、本当に予算が少なくて、
計算機にあまりお金をかけられないところでした。これを読んで、あいつ、ショボイ扱い
受けたなあ、って感じる人がいたなら、それはマジで誤解です。私は本当に良くしてもら
いました。また、ああいうところで充実した研究生活をおくりたいと心から思ってます。
というわけで、皆さんも留学されたらこれを参考にいろいろやってみて下さい。 PC持ち
込んで日本語環境を作るのもいいかもしれませんが、留学先の人たちと同じ環境で日本語
を使うってのも結構いいモンです。 Woo，Oriental Magic!とか言われますよ、きっと。
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